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研究成果の概要（和文）：研究目的は学生に使用可能な道徳的感受性尺度の開発である。看護学生を対象とした
FGIを行い質問文の追加と修正をした後に、質問紙調査により得られたデータを用いて探索的因子分析を行った
結果、看護師用の改訂道徳的感受性質問紙日本語版と同じ3因子構造を得た。確証的因子分析の結果、十分なモ
デル適合度を示した。大学生のレジリエンス測定尺度を外的基準とする基準関連妥当性が支持された。信頼性係
数（Cronbach’sα）について、得られた3因子のうち2因子については十分な信頼性を確保できたが、「道徳的
責任感」については十分ではなかった。1年後の追跡調査を行った結果、「道徳的強さ」因子のスコアが有意に
高くなった。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop a moral sensitivity questionnaire among nursing 
students. After conducting focus group interviews among nursing students and adding/revising 
questions, we performed exploratory factor analyses using the data obtained from the questionnaire 
survey. Data analyses revealed a three-factor structure similar to that of moral sensitivity 
questionnaires for nurses (Japanese version). Confirmatory factor analysis indicated sufficient 
model fitness. Supporting the validity of the reference related to students' Resilience Measurement 
Scale as an external criterion was supported. The coefficient Cronbach's α was found sufficiently 
reliable for two of the three factors but was insufficient for the factor “moral responsibility.” 
A follow-up survey conducted 1 year after this survey found that the score of the factor “moral 
strength” had increased significantly.

研究分野： 看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

1．研究開始当初の背景 
2003 年に日本看護協会から出された看護

者の倫理綱領の中で、専門職としての知識・
技術だけでなく、高い倫理性を身につけるた
めに自らの行動を律するための規律が謳わ
れている。また、2007 年 4 月に厚生労働省
より出された「看護基礎教育の充実に関する
検討会報告書」、2008 年の「看護教育の内容
と方法に関する検討会報告書」には看護基礎
教育での知識や技術の習得に加えて、倫理観
や責任感、豊かな人間性および人権を尊重す
る意識の育成が重要課題とされている。 
サラ T.フライ（2005）は、専門職としての

質の高い看護を実践するには、倫理的決断を
行う能力が不可欠であり、倫理的決断に至る
までの過程に看護師自身の倫理的知識、価値
観や人生経験、認知能力、道徳的感受性、理
論的能力、道徳的直観を用いることを述べ、
道徳的感受性の必要性について示している。 
さらに、看護師にとって重要なのは倫理的側
面を見出す能力、と述べ、その理由として、
看護実践の中で倫理的側面を見出すことが
なければ、倫理的課題解決に取り組む以前に
倫理的課題の顕在化ができないからである
ことを示している（坂上,2009）。 
このように、倫理的な実践には倫理的な意

思決定が不可欠であり、その過程において理
論的知識だけでなく、患者の脆弱性を理解し、
患者に寄り添い、その状況における文脈的な
理解から道徳的な問題を識別する道徳的感
受性を必要とする。 

Lützén ら（2006）によれば、道徳的感受
性は、①道徳的な気づき（Sense of Moral 
Burden=SMB ）、②道徳的強さ（ Moral 
Strength=MS）、③道徳的責任感（Moral 

Responsibility=MR）で構成されている。
①道徳的な気づきは、道徳的価値を含む問題
や状況により惹起される道徳的負担に対す
る感覚であり、②道徳的強さは、看護者自身
を守るためではなく、患者の立場から看護行
為を正当化できる勇気や物事に立ち向かう
能力である。また、③道徳的責任感は、一義
的には規則や制度に従って働くための道徳
的義務およびその目的を見抜く力、さらには
個々の患者の視点から何が道徳的問題なの
かを知る能力である。 
看護基礎教育においては、倫理的な実践に

向けて倫理的な意思決定ができるように、道
徳的感受性の涵養と道徳的理由付けに必要
な技術を学生が発展できることが最大の目
的である。学生が倫理的な問題の存在を見過
ごすことなく気づき、顕在化し、倫理的な意
思決定および看護実践ができるようになる
ためには、道徳的感受性を向上する取り組み、
教育が不可欠であり、道徳的感受性が身につ
いているか否かを評価しながら個々の学生
に応じた指導が必要となる。そのためには、
道徳的感受性が身についているか否かを客
観的に測定する手段、尺度が必要であると考
える。これまで申請者らも、Lützén ら（2006）

の 開 発 し revised Moral Sensitivity 
Questionnaire(r ‐ MSQ) お よ び 前 田 ら
（2012）の開発した改訂道徳的感受性質問紙
日本語版（J-MSQ） をもとにして学生にも
使用可能な 9 項目からなる J-MSQ の学生
版試案を作成することを目的として研究を
進めてきたが（滝沢,2014）、信頼性、妥当性
のあるものとして完成には至っていない。そ
こで、さらなる改良を加え、信頼性、妥当性
のある尺度へと完成させることを目的とし
て研究を進めたいと考える。 

 
2．研究の目的 
本研究は、臨床経験の少ない看護学生の道

徳的感受性を測定する尺度の開発、およびそ
の信頼性、妥当性を検討することを目的とす
る。 

 
3．研究の方法 
(1) これまでにまとめた J-MSQ 学生版試案
で明らかになった修正点を改良する(J-MSQ 
学生版試案 ver.2 の作成)。 
(2) 看護学生を対象として、J-MSQ 学生版
試案 ver.2 の内容（表面）妥当性についてフ
ォーカスグループインタビューを実施し、修
正点について改良する（J-MSQ 学生版試案
ver.3 の作成）。 
(3) 看護学生を対象として、J-MSQ 学生版
試案 ver.3 を用いて質問紙調査を実施し因子
分析による因子構造の整合性の検証）を行う 
(J-MSQ 学生版の作成)。 
(4) 看護学生を対象に J-MSQ 学生版 を用い
て 1 年間の追跡調査を実施し、道徳的感受性
の発達についての変化の検証を行う。 
 
4．研究成果 
(1) 質問紙の準備 
本研究は、2014 年に開発した J-MSQ の

学生版試案の質問文について、質問文で尋ね
ている意味内容を保ちながら、看護学生がよ
り明確に理解できるような表現やキーワー
ドを変えてバリエーションを加えた質問文
を 4 つ追加して合計 13 項目の J-MSQ 学生
版試案 ver.2 として準備した。この質問紙が、
学生にとって理解できるものであるか内容
（表面）妥当性の確認のために 1 校の看護専
門学校に在籍する 2 年生 6 名、および 3 年生
7 名を対象として、約 60 分のフォーカスグル
ープインタビューを実施し、その結果に基づ
く修正を行い、J-MSQ 学生版試案 ver.3 を
準備した。 
これを用いて看護大学 3 校の 1～4 年生、

および 3 年課程の看護専門学校 4 校に在籍す
る看護学生 1～3 年生の合計 1,073 名を対象
として、自記式質問紙調査を行った。その結
果、「Moral Responsibility」は 1 つの独立し
た因子として抽出することができた。しかし、
今度は「Moral Strength」と「Sense of Moral 
Burden」が区別されない 1 つの因子となっ
たため、Lützén ら、および前田らと同じ 3



つの因子を抽出することができなかった。そ
こで、「Moral Strength」と「Sense of Moral 
Burden」をそれぞれ独立した 2 つの因子と
して抽出できることを目指して、これらを構
成する 7 つの質問文のそれぞれについて、J- 
J-MSQ 学生版試案 ver.2 の作成と同様の手
法を用いて、表現やキーワードを変えてバリ
エーションを加えた 1 つの質問文から 3 つの
質問文を追加して合計 24 項目の J-MSQ 学
生版試案 ver.4 を準備した。これを用いて 1
校の 3 年課程の看護専門学校に在籍する 2 年
生、および 3 年生各 7 名（計 14 名）を対象
としたフォーカスグループインタビューを
行い、その結果に基づく修正を行い、J-MSQ 
学生版試案 ver.5 を準備した。 

 
(2) 自記式質問紙調査＞ 
前述の手続で準備した J-MSQ 学生版試案

ver.5 （24 項目）を用いて自記式質問紙調査
を行った。 
対象は、看護大学 8 校の 1～4 年生、およ

び 3 年課程の看護専門学校 17 校に在籍する
看護学生 1～3 年生を対象（編入生を除く）
とした。調査協力を依頼した合計 25 校のう
ち、調査協力の得られた大学 3 校と専門学校
8校に在籍する看護学生合計1,995名とした。 
調査内容は、①属性として学校の種別、学

年、経験した臨地実習、倫理的/道徳的な問題
への遭遇体験、②24 項目の J-MSQ 学生版試
案 ver.5 、③基準関連妥当性の検討のための
森らの大学生のレジリエンス測定尺度（36
項目）とした。 
調査期間は、2016年11月～12月であった。 

統計学的分析には、IBM SPSS Statistics 
Ver.24.0 for Windows、および IBM SPSS 
Amos Ver.24.0 を用いた。まずは、データの
正規性の確認、および Item-Total 相関などの
項目分析を行った。次に、信頼性の検討のた
めに、探索的因子分析により抽出された尺度
全 体 、 お よ び 各 因 子 の 信 頼 性 係 数
Cronbach’sα 係数を算出した。妥当性の検討
のために、探索的因子分析による因子構造が
Lützén ら、および前田らの因子構造と一致
しているかの確認、森らの大学生のレジリエ
ンス測定尺度（森ら,2002）を外的基準とし
た「Moral Strength」因子との相関の確認、
および確証的因子分析によるモデル適合度
の確認を行った。 
 
(3) 対象者の概要 
看護学生 480 名（白紙回答の 7 名を含む）

から回答を得た(回収率 24.1％、有効回答率
98.5％)。480 名の内訳の詳細は、看護大学生
181 名（37.7％）、看護専門学校生 292 名
（60.8％）、無記名 7 名（1.5％）であった。
学年について、1 年生が 101 名（21.0％）、2
年生は 139 名（29.0％）、3 年生は 174 名
（36.3％）、4 年生が 59 名（12.3％）であっ
た。 

 

(4) 項目分析 
項目分析により天井効果とフロア効果の

確認、および正規性の確認を行った。次に、
Item-Total 相関分析では 24 項目の各項目の
スコアと全スコアの合計点との間で Pearson
の積率相関係数を算出した。この結果、天井
効果を示したものは 1 項目、正規性に問題の
あったものは 3 項目であった。また、I-T 相
関の結果、Ferketich17 に基づく相関係数 r
≧0.3を示さなかったものは 3項目であった。
ただし、本来であればこれら 7 項目すべてを
分析対象から除外すべきであるが、このうち
I-T 相関に問題のあった 3 項目のうちの 2 項
目は「Moral Responsibility」を構成する重
要な項目であるため実際は除外せず、5 項目
を分析対象から除外して合計 19 項目につい
て探索的因子分析を行った。 

 
(5) 妥当性の検討 
① 探索的因子分析 
探索的因子分析は、最尤法（プロマックス

回転）により行い、固有値１以上を基準とし
た。また、因子負荷量が 0.40 以上、かつ 2
重負荷のない項目を採用した。質問項目の中
には、看護師用の J‐MSQ を構成する 9 つ
の質問文に対して看護学生がより明確に理
解できるように表現やキーワードを変えて
バリエーションを加えた質問内容が類似す
る複数の質問項目が含まれているため、これ
らについては因子負荷量の大きさ、および信
頼性係数（Cronbach’s α）への影響を確認し
て順次質問項目を削除した。その結果、最終
的に、「Moral Strength」：4 項目、「Sense of 
Moral Burden 」： 5 項 目 、「 Moral 
Responsibility」：2 項目から成る 11 項目 3
因子が抽出された。これは、前田らの J-MSQ、
および Lützén らの r‐MSQ と同じ 3 因子構
造となった。 
なお、Kaiser‒Meyer‒Olkin（KMO）の標

本妥当性基準においては、KMO 値は 0.72 で
あり、標本の妥当性は望ましい水準であるこ
とが確認された。また、Bartlett の球面性検
定においては、p＝0.000 であり、標本が因子
分析に十分に適していることが確認された。 

 
② 外的基準との相関 
本研究における「Moral Strength」の外的

基準として、森らによって開発された大学生
のレジリエンス尺度を使用した。この尺度で
はレジリエンスの概念を「逆境に耐え、試練
を克服し、感情的・認知的・社会的に健康な
精神活動を維持するのに不可欠な心理特性」、
および「強くたくましく生きる力」としてお
り、本研究における「Moral Strength」の「道
徳的な負担感・重荷に押しつぶされない忍耐
力と回復力」の概念と一部が共通している。
そのため、森らの大学生のレジリエンス測定
尺度の合計点と「Moral Strength」の合計点
について Pearson の積率相関係数を算出し、
基準関連妥当性を確認した。その結果、相関



係数は、r＝0.46（p<0.01）であった。 
3.確証的因子分析によるモデル適合度 
確証的因子分析によるモデル適合度の検討
を行った。その結果、適合度指標 IFI＝0.91、
CFI＝0.91、RMSEA＝0.08 であった。 
 
③ 信頼性の検討 
 因子分析結果による 11項目の尺度全体の信
頼性係数（Cronbach’sα）は、α＝0.62 であ
り 、 そ れ ぞ れ の 因 子 の 信 頼 性 係 数
（Cronbach’sα）については「Sense of Moral 
Burden」α＝0.75、「Moral Strength」α＝0.76、
「Moral Responsibility」α＝0.44 であった。 
 
(6) 追跡調査の結果 
 看護学生を対象に J-MSQ 学生版 を用い
て 8 校の看護専門学校 1 年生 76 名と 2 年生
99 名（1 回目の調査）と、1 回目の調査から
1 年後に 8 校中の 1 校の専門学校生 2 年生 39
名、3 年生 39 名の看護学生を対象に追跡調査
を行い、道徳的感受性の発達についての変化
の検証を行った。その結果、1 年生の 1 年後
には道徳的感受性を構成する 3つの因子うち
のどの因子にも変化は示されなかった。一方
で 2 年生の 1 年後には、「Moral Strength」
を構成する質問項目 2項目についてスコアが
有意に高くなった。 
 
(7) 結語 
 本研究により、Lützén ら、および前田ら
が示した 3 因子の看護師の道徳的感受性と
同じ因子構造を示す学生版の道徳的感受性
測定尺度を開発することができた。3 つの因
子の内に「Moral Responsibility」について
は、示される信頼性係数が低く、今後更なる
改良が必要である。 
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